
                          

                                   Qさん H さんママ 

                                                    人権参観日後の 

お手紙より 

 先日の人権参観日の後、ベトナム出身の Q さん H さんのママから、お手紙をいただきました。 

 

                   「ウォーターアートパフォーマンスは感動的でした。」 

                   「彼のお話は…子育てについて…改めて考えるきっかけになりました。」 

                   「参観授業では私自身、平等と公平について完全に理解していなかったと

気づきました。」 

       私はこの学校で、真の公平性を本当に感じることができています。 

これまで住んでいた多くの場所で、それは難しいことでした。 

本当に感謝しています。 

    

 

                     

 

「他県に住むベトナム人の男の子が、いじめに遭っても支援が受けられなかっ 

たと聞きました。」 

「ほかのベトナム人コミュニティでも、多くの親が、仕事と子どもの文化適応を 

両立させながらいじめを心配しています。」 

   

 

 

私のこのメッセージが ほかの外国籍の子どもたちを支援し、 

保護者や先生方を励ますための一つの例になれば 幸いです。 

（先生方の、日ごろのサポートに感謝しておられました。いつも、ありがとうございます。） 

 

                               

 

最後の委員会放送、やり切りました！ 

「ほんと？私、本当に全部間違えなかった？」…放送を終えた後、 

何度も何度も、そう確かめて、天にも昇る上機嫌でした。  

 

         5年生～初めての掃除の反省会の司会！ 

         漢字も多くて、難しくて。６年生が言っていた言葉を思い出して… 

自信がなくてネズミみたいな小さい声で「よかったこと」を言いました。 

国際教室だより  2026. 2.18  上宇部小学校 国際教室担当

真の公平性 ～この学校で いつも感じています～ 

  

 

 

 

 

 

ドキドキ Max ～想像以上なんです💦～ 

 

 

私の子どもが、出身地に関係なく、 

人間的で公平な環境で育つことを願っています。 

私たちがこの学校で受けているようなサポートを、 

すべての外国人家庭が受けられるわけではないんだと、気づきました。 

 



                                                          

 

 

                                           ←本人の感想です。本文のまま      

                                          読んだり書いたりは、まだまだ勉強

中 の AL さんですが、発表原稿を

作文し、たくさん読んで練習しまし

た。このスピーチは、大きな経験に 

なりました。                                                       

 

 

 

                         AYさん「ラオスの学校」 

  

 

 

                                              

 

      ↑友達からの感想 

 

 

 

 

 

  

 

 

   ↓友達からの感想                          ↑本人の感想 

                                             

HA さん「インドネシア民話 スラバヤ」 

                                                         

 

学級でスピーチしました！ ～４年 AL さん・５年 HA さん～ 

 

 

 

 
 

 
 

 

←この日本語フレーズを「インドネシア語」と

「英語」で HA さんに言ってもらいました。

クラスは感嘆のため息・・・。 

「日本語ができない」のではなく、 

「日本語もインドネシア語も英語も話せる」

のだと、改めて感じたようです。 


